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４つに分類することができます。食糧、繊維、燃料、遺伝子資 、生化学物質（自然薬品） 、 淡水などの「供給サービス」 、大気質 調節 気候の調節、水の調節 土壌浸食の抑制などの「調整サービス」 、文化的多様性、精神的・宗教的価値 知識体系（伝統的、慣習的）などの「文化的サービス」 土壌形成、光合成一次生産、栄養塩循環、水循環などの「基盤 です。
　生態系の利用価値を経済学的に捉









な選択」は、どちらも経済学が貢献できる課題です。資源経済学が対象とする分野は広く 他にもたくさんの課題を研究対象としていますが、生態系サービスの価値の計測とそ利用の選択も研究課題の１つです。生態系そのものは市場で取引されることがないため、その価格を知ることは簡単ではありません。この正確な計測のために 客観的でバイアスのない方法を み出していくことが求められています。
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